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思
圖
が
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で
名
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採
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し
て
•
ゐ
た
が
、
’天
保
X
年
奉
行
胛
の
指
令
に
從
つ
て
第一

種
の
も
の
に
變
M

•

 -

 
.

 

•

 ..

二
.

 
‘

 
.

 
-

 
■

 
V
-
;
.

 

•

 -

 .
.

 

-;
■

こ
.

-

 

r-

**
4 

V

 

:

 
•

 

•

 •

 *

 

.

 

.. .
/

 
.

 
-

 

»

. 

•

し
て
ゐ
る
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武
蔵
國
葛
飾
郡
藤
塚
村
、
‘天
保
ニ
卯
竽
ニ
月
の
2|
:
人
組
^
に
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從
稗
支
配
棒
、
御
奉
行
徵
江
御
傅
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h
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箇
條
文
I
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改
正
被
仰
付
ノ
五
人
組
恨
之
儀
、
去
寅
年
ぶ
改•
ル」

と
し
て
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以
下
七
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■
を
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し
て
ゐ
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飼
普
村
も
代
免
は
變
更
し
た
が
同
じ
變
化
を
示
し
て
ゐ
る
。
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以
上
第
一
種
の
前
書
は
大
體
外
形
か
ら
容
易
に
そ
の
系
統.
を
跡
づ
け
る
こ
と
が
出
來
る
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第
二
種
及
び
第
三
種
は
外
面
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現
は
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に
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す
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他.
の
と
こ
ろ
で
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に
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れ
て
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に
纏
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も
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1
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一
概
に
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の
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を
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推
楚
す
る
己
と
は
出
來
な
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故
に
そ
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ら
の
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に
つ
い
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、
他
日
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組
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容
を
比
較
檢
討
ず
る
際
に
讓
る
こ
と
と
す
る
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金

融

銃

制

と

戦

時

經

濟

の

推

移

金

原

賢

之

助

戰
時

金

融

統

制

の

種

類

,

近
代
戰
の
如
く
國
家
總
カ
戰
に
於
い
て
は
，？
國
§

濟
の
全
能
力
を
‘擧t

て
戰
荦
目
的
に
振
向
け
な
け
れ
ば
■な
ら
ぬ
こ
と
は
‘
更•め
‘
 

て
指
摘
す
る
ま
で
も
な
い
の
，で
あ
る
が
、
金
齓
歡
濟
が
國
民
經
濟
の
一
半
を
占
め
て
ゐ

る

以
上
*
金
融
虼
制
は
必
絡
戰
時
統
制
經
濟
の 

S .
;
要
氟
完
&
好.
ら
ざ
る
を
#-
な
い
の
‘で
あ
る
0-

,

と
,

§
^
r
.戰
時
經
濟
を
單
贮
卿
渡
期
的
'體
制
と
み
た
爆
合
、に
於
い
で
も
勿
論
妥
當
す
る.
の-
で
あ
る
が
、.
今
日
の
戰
爭
-の
特
質
と
し 

て
長
期
軌
態
醫
士
し
て.
の
國
防
經
濟
が
實
胤
さ
れ
る
場
合
‘に
は
、
，愈
丸
斯
<:
言
は
ざ
る
を
得
な
レ
の
で
あ
る
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然
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戰
時
經
濟
に
於w
-t
:--
ば
、' 如
何
な
る
金
融
故
制
が
鄭
何
に
遂
行
さ
る
べ
き
で
あ.
る
，か
と
い
ふ
に
、
先
づ
前
囘
世
界
大
戰
の 

經
驗
に
徵
し.
て
、
軌
時
經
濟
输
制
が
如
何
^
る
各
で
“あ
る
か
玄
を
上
、
緊
急
對
策
と
；し
て
は
、
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ア
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國
內
に
於
け
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並
に
外
國
に
對
ず
る
支
拂
猶
豫
及
び.
停
止)「

金
準
備
の
集
中
保
有
策
、發
.券
制
度
の
f
TE
、
割
引
步
合
の
®
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保
持
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が
あ
る
。
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外
に
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特
に
戰
瞭
的
特
徵
を
有
す
る
政
策
と
し
て
は
"
國
内
資
金
を
ば
，積
極
的
に
輪
爭
目
的
に
'振
向
け
よ
ぅ
と
す
る
資
金(

义
は
資
本)  

の
統
制
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#

浪
化
ひ
た
め
の
對
策
、
爲
替
釘
# ,
及
び
潙
替
管
理
，
爲
替
維
持
及
：び
緊
急
物
資
獲
猙
の
た
め
に
す
石
攝
内
保
有
金
及
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證
券
め
動
義
'
，外
國
霊
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が
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あ
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れ
讓
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政
策
の
、中
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對
外
部
面
ん
屬
す
る
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と
す
る
と
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國
內
金
襲
制
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こ
齊
金
造
出
^
策
ノ(

5
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場
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含
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來
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鐘

f
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滞
な
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し
め
ん
と
す
る
基
本
的
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で
’あ
¥
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は
金
融
市
場
を
出
來
る
だ
け
緩
慢
掘
滑
な
ら
し
め
て
以
て
、
戰
時
經
濟
の
運
營
に 

必
’要
な
資
金
の
獲
得
、
，公
債
，の
消
化
等
を
促
進
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
り
'‘
又(

三〕

は
®
民
經
濟
，一
般
に
流
通
す
る
*
金
を
，，
赀
及
び

質
の
酥
茴
か.
ら
'適
當
に
調
整
し
て
’以
て
，、
資
金
の
經
濟
ど
物
資
の
經
傅
と
の
調
和
を
圓
ら
ん
と
す
る
對
策
で
扣
，る
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省
略
し
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か
ぅ
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思
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日
本
戰
時
經
濟
政
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四
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第
二
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と
こ
ろ
で
、
以
上
は
載
時
金
融
統
制
を
平
面
的
靜
態
的
に
み
て.
ゐ
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で
あ
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が
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ほ
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を
立
體
的
動
態
的
に
見
直
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必
要
が
あ
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換
言
す
れ
ば
、
戰
時
經
濟
の
進
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對
比
し
で
、
金
融
漱
制
の
種
類
及
；び
性
質
の
上
に
起
つ
た
、
又
は
起
る
べ
き
推
移
を
觀
察
し 

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で•
あ
る
。
蓋
し
戰
時
經
濟
が
長
期
態
勢
を
採
り
'，
或
は
國
防
輕
濟
に
轉
化
し•
て
来
れ
ば
、
常
然
經
濟
統
制
に
も
そ 

,

れ
杧
相
應
し
灰
變
化
が
な
付
れ
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
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間饔はその

'影響の及ぼ
し方が

_
補掛的雷的の

.
場合でぁ

.
る
に
對
し
て
、
直
接
策
は
そ
れ
が
廣
的
で
璧
場
合
を
3

‘て 

.ゐ
る
の
で
ぁ
る
が
、Tt
接
策
の
ぅ
ち
で
も
、.そ.
の
政
策
於
資
本
主
義
經
濟•の
原
則
に
，準
據
し
て
行
は
れ
る
場
合

(

任
意
策)

と
、
燦
ろ
資 

本
兰
義
經
濟
*&
是

ir
{
修

-I
E
し

或

^
之
に
逆is

し
て
行
は
れ 
>る
場
合(

^
行
策
_̂
と
こ-
£*分
せ
ら
、
る
。
 

、
 

と
れ
费9

金
融
疏
■
は
*
す
べ.
て
戰
時
經
濟
に
於
い
て
採
著
れ
る
も
の
で
ぁ
る
亦
、

-
し.
か
し.
そ
§
す
^
て
が
、
戰
時
經f

の
み
•こ 

限
ら
れ
义
も
⑦
で
は
な
い
 

'平
時
經
濟
に
於
，い
て
も.
間

-'
#

,^
及

ぴ

値

接

來

意

策

.
‘の
或
'る
も
の
は
採
用
さ
れ
，て
、ゐ
名
の
で
ぁ
つ
て
、
こ 

れ
等
政
策
の
時
代
的
意
義
を
みI

、
間
接
等
は
猶
何
世
界
大
戰
前.<
0
金
融
^
策
を
代
表
す
|
'
の
で
ぁ
つ
た
が
、
大
戰
後
，に
於
い
て
. 

金
傲
觥
制.
式
戰
峙
鸫
濟
へ
难
移
.，- 

ぐ 

六
£

a,
0
九)

.



金
播
铼
财
vs
鞔
時
链
濟
め.
推

楱

'

六
{ハ

5
la_
 

は
を
の
重
點
が
直
接
任
意
策
へ
後
つ
て
來
た
の
で
あ
る
0
更
悴
犬
酿
後..
の
世
界
盼
不
況
姘
"
準
戰
時
期
、
戰
時
期
と
進
む
に
從
つ
て
、 

?

霞
接

售k

が

，®
'
要
性
を
墓
、
且
つ
部
分
的
S

籠
行
策
が
前
面
■运
は
れ
て
來
5

る
れ
で
t

。

、

衍
ノ
て
今
，次
^
界
動
亂
期
に
！̂
い
て
は
、
現
在
の
^
こ
ろ
\
金
融
^̂

の
巾
^
は
大
體
直
接
^
意
策
土
風
行
策
と
0
中
間
段
^
に
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强
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ま
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と
す
る
か
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で
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■

’殊
に
我
が
國
戰
睁
經
濟
の
看Q

段
f

於
いV

は
、
さ
ぅ
し
た
S
S

め
ら
れ
る
Q
S
?
、
本
稿
に
於
いV

は
、.
と
の
時

期
に
於
け
る
金
融
統
制
の
議
、
問
題
の
所
在
並
に
‘そ
の
若
干
問
題
を
、
極
く
概
論
し
て
お
か
ぅ
*と
す
る
の
で
あ
る
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金

融

銃

制

の

薷

藥

め

變

終. 

•

，
ー

第
七
十
六
戰
寺
■

議
會
が
時
蠻
服
の
協
力
的
態
度
を.
表
明
し
た
こ
と
は
、
國
民
に
深
い
感
銘
を
與
へ
た
が
、
近
響
相
は
そ
の 

•^
改
演
說
，に
论
い
て
'*「

內
は
國
象
總
九
發
揮
‘の
國
防
國
家
體
制
-̂

盤
慵
し
、
國
是
遂
行
に
遺
憾
な
き
軍
備
を
充
實
す
る
の
要
あ
り
。
外 

は
大
東
頭
の
新
晚
序
建
設
を
根
幹
と.
し
、
ま
づ
そ
の
重
心
を
吏
那
事
變
の
完
遂
に
置
普
、
■國
際
的
大
變
局
を
達
觀
し
，國
運
の
一
大
進 

展
i

す
る•
の-
要
5

切
な
る
も
の
が
あ
る
。」

「

霞
の
所
信
を
賞
徹
す
る
は
前
途
猶
ほ
霞
と
い
ふ
■ベ
く
、
未
曾
有
の
國
難
突
破
を 

覺
悟
せ
ね
ば
な
ら~
ぬ
時
期
，の
到
來
文
も
豫
想
せ.
ら
る
、」

旨
を
率
直
に
述
べ
て
ゐ
る

。

，

.

^
る
國
內
的
要.
請
、
’東
瓯
新
秩
序
建
設<7
)
必
要
、
並
に
國
際
關係
、の
變
化
，こ
そ
は
*
阼
年
來
經
，濟
新
體
制
に
對
す
る
要
求
を
、
切

實
な
ら
し
め
た
所
以
で
あ
る
•と
思
ふ
o 

.

.

.
と
'こ
ろ
て
.、
す
て
祀
決
定
し
た
經
濟
新
體
制
要
綱
の
線
に
沿
つ
，て
、
•と
れ
を
具
，現
，す
る
の
は
、-
日
本
經
濟
昭
和
十
六
■

の
課
S.
 

の
で
あ
る
-
^
，殊
に
最
近
に
於
け
る
日
米
鼠
係
の置

じ
た
情
昏
かr
み
て
、
、
.
假
令E

米
間
の
重
大
破
局
が
外
交
々
涉
に
ょ
つ
て
延
ば 

名
れ
ナ
と
し
て
も
ァ
メ
リ
ブ
が
我
が
國
に
鉴
し
て
顧
濟
的助
力
，の
態
度
に
出
る
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
，
否
寧
ろ、' 經
濟
的
壓
造
を
持‘

擎

，f

Q

と
考
へV

お
力
な
け
れ
は
な
ら
ぬ
Q

f

あ
つ
て
、
锻
し
て

I

と
す
れ
ば
、
そ
れ
に
應
じV

我
が
國i

嫌

應

な

し

に

‘
經

濟 

の

編

成

替

へ
‘
を

行

は

ね

，
ば

な

ち

ぬ

情

勢

に

在

る

の

で

あ

る

，
：

.
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お
し
て
斯
か
，I

成
替
へ
i

f

す
I

す
れ
ば
、
黨

こ

S

t

於
い
y、_

Q 

I

つ
の
、
し
か
も
墨
I
I

る
金： 

,

ノ
翮
南
辅
盡
何.
彥
體
制
t

た
衾
濟
編
成
S

應
し
看
か
と
い
ふ
問
^

て
所
■
革
新
4
れ
自
體
を
目
的
と
し
；̂
案
|

て
る
と
>
ふ
こ
と
で
な
を
、
現
實
に
金
融
部
面
を
讓
的
要
請
に
即
應
せ
ー
し
め
る
に 

は
ど
ぅ
‘し
た
ら
よ
い
か
と
い
ふ
/J

と
を
意
味
:^
て
ゐ
る
の
で
あ
る
0

‘
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一•體
今
日
の
經
濟
が
物
’と
金
と
の
二
つ
の.
流
れ
塞

礎

と

しV

ゐ
I

と
は
、
唯
で
も
承
知
し
て
ゐ
る
と
と
ろ
でI

が
、
す
で
.に 

.
し
功
る
以
上
經
骑
の
銃
制
乃
至
訂
昏
は
.

こ
れ
等
ニ
ク
の
部
面
に
於
い
て
平
行
し
、i
つ
相
五
に
密
接
な
關
聯
の
下
に
進
め
ら
れ
な 

.

け
れ
，ば
な
ち
ぬ
の
でt

。
そ
れ
な
け
れ
ば
.
經
濟0

•統
制
も
，計
畫
も
所
期
&

果
を
收.
め
難
い
こ
と
は
、
と
れ
ま
で
の經
驗
に
徵 

.
• 

'し
て
明
4
な
の
で
あ
るo 

t
、s事
變
以
來
に
於
け
る
推
移
を
み
f
ノ
經
濟
統
制
は
先
づ
金
爾
統
制
か
ら
始
つ
た
と
言
つ
て
ょい
。

而<し
I

變
I

f
 
I
從
？

物
資Q

統
制
が
始
り
、
そ
れ
が.
爵

的

&

が
つ
汔
で
あ
？

、
金
融
統
制
は
そ
れ
に
比
し
て
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ふ
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、
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勿
論
”
乇
れ
に
は
理
凼
-(
0
あ
厶
ど
と-
で
、.
そ
ひ
鄭
に
つ
>
て
は
後.
に
摘
れ
る
が
、
兎
'に
角
物
と
金
土
の
兩.
面

は

平

行

す

、る
、
こ
と
が
必 

要
な
の
で
あ
る
。
と
こ_
ろ
で
こQ-

兩
面
の
調
和
を
圖
る
に
當
り
、
先
づ
害.
4
が
金«
;(
0
分
野
に
於
い
て
注
意
し
な
け
れ
ば
友
ら
ぬ
と
と

.
0

-〜

,

/|
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味
金
融
統
制
/)
意
義
，，の
變
化
么
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。へ
藎
し
&.
の
點
を,

か
に.
す
吝.
こ
と
诚
*
如
何
な
る
部
面
、の
金
融
統
制
を
如
、何
.に 

修
正
す
べ
き
か
，に
關
し
'て
そ
の
极
本
的
方
濟
を
示
す
ネ
の
，だ
か
ら
で
あ
る
。
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’ 
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,
所_

自
由
資
本
主
翁.
の
時
代
に
は
、
’金
薇
撒
策
'̂
戈
は
統
制
は
經
濟
調
盤
の.
序
段.
と
:1.
て
、
最
も
重
要
な
地
位
を
，占
め
て
ゐ
た
。 

と
，
の
寺
代
に
於
い

^
は
”
物
資
側
面.
に
對
し
て
、‘國
家
的
監
督
は
行
は
れ
，て
衧
お
た
が
、
今
日
■の
ご
，と
き
銃
制
は
行
は
れ
ず
、
經
濟
‘

' 

い
>*
'
、

、
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の
自
：2
運
動
性
を
遛
じ
て
調
整
，が
營
ま
れ
て
^
た
の
サ
あ
る
パ
偫
に
<
ム
益
‘上
國
家
が
干
涉
す
名
場
合
の
外
は
、
何
人
•が
如
何
な
る
物
を 

_

し
、
如
何
，な
る
物
を
寶
貢
し
、■
又
如
何
'.な
る
物
を
消
費
し
て
'̂

差
支
な
>
の
を
原
則
と
し
た
'の
で
あ
つ
て
、各
人
が
自
由
に
生
產
、. 

配
結
及
び
消
'费
を
行
ふ
が
故
：に
ノ
自
ち
景
氣•
の
變
動
が
惹
起
さ
れ
た
の.
で
あ
，る
。
こ
れ
が
經
濟
の
自
動
的
調
整
な
の
で
あ
る
が
、
如
何

..
に

圻h
る
調
盤
力
が
あ
つV

も
‘
之
を
金
く
自
由
放
往
に
す
る
と
、
好
景
氣
に
な
り
過•ぎ
た
り
"
齋
は
不
景
氣
.に
沈
滞
し
過
ぎ
た
り
し
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.
て
、.'.國
糧
か
の
動
辎
及
び
國
民
生
活
め
不
安
定
を
渠
す
る
虞
れ
が
あ
る
か
ら
し
て
、

か
、
る
自
動
的
調
訾
適
當
、の

.̂
向
に
指
導
；..
 

す
る
こ
と
が
必
要
於
つ
^
の
で
あ
る
。
而
し
て
そ
の
手
1
と
し
て
最
も
重
要
な
地
位
を
在
め.
た
も
の
が
金
融
政
策
な
の
で
あ
る
0 

な
ぜ
か
と
か
ふ
に
、
金
融
，政
策
は
經
濟
の
，金
分
野
に
一
様
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
經
濟
の
自
歡
的
運
動
を
助
，成
す
る
力
を
も
つ
て
ゐ
た 

,
か
ら
で
あ
る
。
物
資
側
面
の
對
策
は

、

個
々
の
物
^
に

し

.か
直
接
の
影
響
を
興
へ
な
い
も
の
で
、例
へ
ば
米
彀
政
策
は
先
づ
以
て
米
だ
け

. 

に
影
響
す
ふ
の.p

あ
る
。
或
は
、
米
の
價
格
ル
あ
|

る
物
* -

*

の
價
格
の
基
礎
と
が
つ
で
居
る
、の
で
、‘

米
價
を
引

‘
上.

げ
1

ぱ
ー
般
物̂

の

昂

騰

を

來

，た

す

、

と

い

.4

が

如

，

V

P

論

ぜ'
ら

れ

る

か

も
^

れ

な

い

。

確

か

.

に

そ

，
の

通

り

で

ぁ

る

が

、

.
こ
の
場
合
で
す
ら
も
、
米
價
の.

,

.
,

■

他
の
懷
格
に
及
ぼ
す
影
響
上
は
、
多
か
れ
少
か
れ
期
間.

を
必
要
と
し
、
且
つ-.

必
ず
じ
，も
一
樣
の

'
影
響
と
は
言
ひ
難
い
の
で
1
.

0

然
る

•

,

.

^

金
融
倜
面̂

調
盤
す
る
と
ゝ
直
’ち
^
あ
ら
ゅ
逢
業
に
ニ

’
樣
に
影
響
を
與
へ
得
る
の
で
あ
る̂

だ
か
ら
^ /

濟
調
救
の̂

没
と
し
て
は
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と

羞

が

、

'

經

濟
統

制

の

.
睁
代

'

に

人
つ
て
來

^:
と
、
’物
資

側

ぽ

對

じ

て

種

ふ

直

鐵

#
千
渉
'が
.加
へ

ら

れ

る

に

數

の

木

、
.
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'
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何
等
か
の
金
i

制
裏5

?

も
、
そ
れ
尊
馨
絲
制
ざ
^ ;
る

對

も

て

は

>
自
由
な
部
谓
¥

す
る
ど
1||檬
の
す
¥

及
&
式
•

,

ハ 

な

く

な

つ

セ

來

る
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例

へ

ぼ

通

貨

が

終

脹

ナ

れ

对

物

價

の

，
上

昇

す

る

，
の

,̂

通
例.

の'
傾
呼
と
す
を
が
、•
統
制
！̂

時
代
に
於
を
は

-

紙
;

,
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璧
れ
だ
商
品
の

‘
價
格
ぱ
廉
ん
に
は
騰
貴
す
る
こ
と
狀
出
來
ず
バ
た
泛
自
由
商
品
の
み
先
き
に
昂
騰
す
る
の
で
あ
る
、

.
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S

方

墓

ぺ

る

と

！

歡

量

の

麗
^J

か<
8

利
の
則
上
引
Z

か
？

ぎ

一

般
的

I

融
政
敗
は
、
從
來
ほ
ど
の
筮

t

た
な
く
f

、
そ
れH

代
つy

佩-TQ
.

部 1

に
對
し
特
恶
百
的
を
以
V
M
行
さ
れ
る
特
殊
的
金
融
政
策
が
前
面
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現
は4
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來
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資
需
要
0

抑
制
貧
途
と
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始
つ
た
資
金
調
蓉
ご
と
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適
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別
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‘
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も
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斯

か

备

殊

的
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か
駿
策
に
屬
す
る
も
の
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ぁ
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し
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時
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M十
今
ば
で
は
，

「

般
的.
金
敵
統
制
£ -
思« :
が
相
對
的
に
赞
&,
レ
>,
愈
.々
偫
殊
的
胍
別
的
金
融
銃
制
の
時
代
に
移
行
し
て
ゐ
る
ど
考
ぺ 

る
の
で
务
る
o
勿
論
か
く
一
ク
て
も
、•

1、般
的
金
敗
政
策
が
全
く
そ
；0
氣
義
を
喪
朱
し
だ
と
い
冬
の
ゼ
比
な

.̂

そ
、れ
■が
依
然
必
要
な 

こ
'と
は
明
加
で
あ
‘る.
が
、
た
e
か

、

る

傾

向

，
が

强

烈

ど

氮

A
だ
今
气
依
然
と
し
、てI
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標
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物
思
、
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利
の
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も
，の)
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，み.
に
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つ
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濟
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測
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，こ
と.
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叔
る
。
' 

、

、

，

.
:..
•
. 

. 

• 

•
. 

. 

V.\ 

. 

. 

.

'■
■■■
■•
 i

:■
.

•

.

, 

-
:

--
'2
.
.
-,
-
.
'
'
v
- 

.ノ
,:
.:•
.
. 

’

-V
へ、:;
.
. •-.••
•:■
'へ

,
-:
•
• 

.
;•
•>
'
•:■

■,、;•
.•
.'
;
•
.
••
. 

•
•:
- 

•
、.
'ご..

；

，
.
.
.•
•
;!•
.•
. 

.

.
•'
. 

. 

. 

..•>

.

一
.、'
- 

V
..
..-
'
- 

V
- 

'

.

.
 

.. 

V 

.

そ
れ
'で
は
何
故
、
金
融
紀
制
の
就
義.
に
か.
シ
る
變
化
扒
起
ク
て
來
た
か
と
い
ふ
に
、
そ
れ
比
、一

つ
に
は
綜
合
的
計
畫
經
濟
の
時
代 
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ろP
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經
濟
統
就
が
愈
々
强
‘化
さ
れ
ざ
る
b
得
故
く
，な
つ
た
こ
と
で
あ
り
、
も
ぅ
一
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禁
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前
後
以
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財
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の
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レ
く
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つ
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あ
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そ
れ
だ
け
で
財
界
一
般
、の‘金
融
1
樂
に
す
る
匕.
と
は
'出
來
な
い
の
で
あ
；
。
寧
ろ
”
特.
に
金
融
に
困
難
を
感
ず
る
方
面
や
、
資
金
を
必

要
と
す.
る
部
門
に
、.
',«

金
を
歡
ぎ
，込
む
後
殊
の
手
段
操
作
を
必.
要
と
，す
る
の
で
あ
る
。

、

.
：

、

-

ノ

\

\

'
パ

，
/

--
/
-
ー

フ
• 

\
 

ノ 

、
 

•  

：
 

•

金
融
再
鑤
成
*
問
題
の
所
在

• 

• 

> 

, 

.

今
日
の
段
階
に
於
ぃ
'てr

般
的
金
融
故
歆
の
意
義
が
相
對
咚
に
後
退
し
、
，そ
0 .
代
り
に
特
殊.
的
個
別
的
政
康
が
前
‘面
.に
規
れ
て
來
た

こ
と
は
、
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
こ
の
事
か
ら
續
い
て
起
る
問
題
は
、
如
何
な
る
將
殊
的
政
策
が
必
要
で
あ
る
か
と
い
ふ
こ
と
で. 

ぁ
る
。
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^
の
點
が
明
か
に

.̂
れ
、
ば
、金
融
體
制
を
時
局
，の
進
展.
に
即
應
せ
し
め.
る
；に•は
如
何
に.
し
た
ら
よ
い
か
V
判
明.
す
る
わ
’け
で
あ
る
。

.

と
こ
'ろ
で
‘、
‘右
の
墙
を
明
か
に
す
る•に
は
、*何
故
金
融
洱
編
成
の
問
犀
が
起
，つ
た
か
を
採
り
上
げ
る
こ
と
が
手
近
か
で
あ
る
。
藍
し 

そ
れ
が
刹
れ
ば
、
今
後
如
何
な
■る
部
面
の
統
制
诺
し
く
：
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そ
れ
の
變
更
が
必
要
で
あ
^
か
^
、
承
さ
^
る
‘か
ら
で
，あ
る
。
而
し
て
と
の 

點
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
經
濟
新.
體
制
問
題
の
惹
羝
し
た
所
以
を
前
に
述
べ
た
，の
で
あ
る
か
ら
、，
そ
’れ•
で
盡
き
る
わ
げ
で
あ
る
が
、
し 

か
し
特
に
金
融
部
面
に.
そ
れ
の•釀
成
さ
れ
た
规
由
を
考
ベ
，w
と
、
凡
，そ.
次
の.
諸
點
に
求
め
ら
れ
各
で
あ
ら
，ぅ
と
思
ふ
。

、
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根
本
的
に
は
、
綜
合
的
能
畫
經
濟
-̂

實
施
し
’な
け
れ
ば

&
ら
な
く
故
つ
て
來
た
こ
、と
。
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値
接
的
に•
は
、
昨
年
來
の
'金.
融
引
締
»?
:,
に
よ
0 .
て
諸_
產
業
が
金
融
の
途
を
狹
め.
ら
'れ
て
來
た
こ
と
、
特
に
生
康
擴
充
資
金
の 
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手
當
が
困
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と
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こ
と
、.-
と
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あ
る
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融
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加
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に
物
資
側
，面
は
旣
に
相
{晶
强
度
の
‘統
制
が
，ー
般
化
し
'O'
、
あk?

に
も
拘
ら
ず
'
金
融
側
面
が
そ
れ
に
相
應
し
な
い
傾
商
の
あ 

る
と
と
は
ノ
旣
說.
の
通
り
支
那
幕
變
队
來.
に
於
け.
る
經
濟
轍
制
の
*
展
姆
程
を
、顧
み
れ
ば
、
こ
れ
を
咨
定
し
得
な
い
で
あ
ら
ぅ
と
思
ふ
。
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し
'‘か
し
斯
鵪
に
い
づ
で
も
*
金
融
側
面
泯
自_

に
放
任
さ
れ.
て
|
龙
と.
七
を
決
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て
氧
味
し
て
は
ゐ
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い
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寧
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金
融
側
面
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平
瞭
，の
時
’代
が
ら
NC
の
社
會
挫
の
^
め
に
風
家
的.
監
督
を
强
■く
受
げV

•居
办

、
，
ま

た

準

戰

時

以

來

、

外

國

爲

替

管

迦

法

令

'
資
金
_

整 

法
や
、
或
ば
近
く
は
銀
行
等
資
金
統
制
令
等
の
亦
す
へ
こ
と
く
、
：强
'度.
の.
國
家
的
統
制.
を
蒙
り
得
厶
態
勢
に
あ
レ.
の
、办
あ
る
-。

.u
か
し
な
が
ら
問
題
、は
、.
か
、
る
銃
制
叹
方
式
に.
あ
る
と
^
ふ
，ょ
ゲ
は
、擎
ろ
金
融
側
面
が
自
由
主
翁
の
鉴
礎
の
上
に
立
つ
て
居
办
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ま
た
現
在
^
は
そ
れ
を
#
調
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せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
ふ
點
’に
あ
る
と
湾
へ
‘ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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金
融
引
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り
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皮
坐
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手
當
難
の
：點
を
み
る
ど
、そ
れ
は
金
融
そ.
の

も

の

、
餅

齒

か

ら

»
つ
た
と
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认
得
'な
从
ヒ
と
が
'

指
摘
さ
れ
%•
'
け
れ
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。
そ
れ
^
、
銃
制
の
方
式
及
び
物
資
側
面
の
情
勢
か
ら
し
て
、
財
界
に
局
部
的
反
動
が
到
來
し

た
と
い
ふ
事
情.
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
し
か
も
金
融
め
，基
調
於
前
述.
の
ご
上
く
で
あ
る
と
す
ル
ば
、
，か
\
る
場
合
金
嵊
の
引
締
、
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を
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ず
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の
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し
免
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得
な
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あ
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そ
れ
で
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融
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こ
ど
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あ
ら
う
か
と
い
ふ
に
、
必
ず
し
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さ
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で
ゆ
な
い
。
そ
ど
に
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相
當
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點
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れ
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釔
抱
つ
て
み
る
と
次
，の
ご
ど
ぐ_
い>
ふ
^
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が
出
來
苓
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‘、金
融

佩

面

は

物

，資
側
面
の

.
や
5.
^.
は
統
制
し
難
：い
事
情
が
あ
>る
。’物
資
側
面
で
は
、
物
資
自
體
，を
抑
へ
、
之
を
流
す
途
を
つ 

,

け
れ
ば
大
體
ょ
い
わ

け

、

で
あ
る
に
反
し
て
'
金
融
側
面
は
像
用
を
恶
礎
，と
し
て
構
成
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
、
物
資
の
や
う
に
抑
へ
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行
が
な
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あ
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統

-̂
の
壮
方
が
惡
い
と
、
金
融
を̂--
絕
*せ
し
め
、バ
生
，產
活
働
を
停
滯
せ
し
め
る
。
し
か
も
そ
の
歡
響
味
、
；物
資
の
場
合
の
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か
ら
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け
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直
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あ
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へ
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案

に

，
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'
て
ば
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‘例
へ
ば
年
々
の
國
民
阱
得
を
新
規
な
金
融
機
變
通
じ
て
、
. 

一
. 

必
要
の
部.
闻
に
放
出
す
る.
仕
組
、が
多
く
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
や
う.
で
あ
る
が
、
勿
論
さ
う.
し
た
機
構
の
盤
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以
上
述
べ
來
つ
^
と

こ

ろ

に

ょ

つ

て

こ
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融
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環
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资
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に
不
足
を
生
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し
め
な
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し
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ゐ
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、
大
體
推
察
出
來
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で
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あ

ら
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"し
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成
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即
ち
白
銀
を
し
て
政
府
と
，よ
り-
密
接
な
ら
し
め
る
と
.と
が必
要
で
あ
る
，か
ど
ぅ
か
と
い
ふ
こ
と
で 

あ
る
が
、
ニ
'月
讣
日
の
衆
議
院
像
算
總
會
に
於
い
て
河
现
蔵
栎
は
"
日
，
銀

紙

織

改

正

れ

要

あ

.
る
皆
を.
言
明
し•た
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普
致
銀
行
の
整
理
問
題
。
從
來
、
殊
に
*
場
藏
相
の
時
代
以
来
、
、一
縣一

行
主
義
と
稱
さ
れ
る
方
針
の
下
に
，、
普
通
銀
对
の 

‘•
盤
理
別
行
は
れ
て
來
た.
が
、.
之
を
'觅
に
新
だ
故
經
‘濟
訐
镍
苳
照
應
し
て
行
ふ
必
要
が
あ.
る
の
，で
味
な
い
か
と
ぃ
ふ
と
と
’で
^
る
。
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殊
に
金
1
の
洱
編
成
'に
際
じ
て
は
ノ
普.
通
銀
行
に
對
し
て
如
何
^
る
地
位
と
職
能
を
興
へ
る
か
と
ド
ん
こ
と
が
ノ
愼
重
に
檢
射
さ 

れ
る
必
要
が
あ
る
と
'思
は
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
點
は
世
上
傳
へ
ら
れ
た
命
融
新
體
制
案
は
缺
け
て•
ゐ
た
と
考
へ
ら
れ
る
。 
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四y

 
%
方
銀
行
の
'盤
酿
問
題
。
乙
れ
は•前
若
に
含
ま
'れ
る
問
題
で
あ
る
が
、.
特
に.
地
'方
銀
行
は
物
資
の
配
給
機
構
の
變
革
で
相
當

へ'
ぐ

：

：

.！
ン
：
7'
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vyl;-
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,

•
の
、影
響
を
'受
け
得
る
地
位
に
在
る
。
そ
れ
傲
に
：：
か
‘V
る
觀
點
か
ら
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
同
時
に
、
他
の
金
融
機
關
例
へ
ば 

信
周
組
合
等
と
の
關
係
調
整
に
注
意
ぞ
挪
&
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。 

■

(

五

マ

資

金
I

關
の
紲
持
及
I

置
。
金
融
|

の
1
理
が
、
動
も
す
れ
ば
賣
1

の
■管
失
は
し
め
る
傾
间
の
あ
る
こ
と 

.

は
、
業
と
て
I

樣
で
I

が
、
殊
に
現
在
の
情
勢
で
せ
中
小
商
工
業
の
維
持
パ
育
成
及
び
議
の
問
題
が
重
大
と
な
っ
て
ゐ

.
る
の
で
あ
る
か
ら
d
こ
の
點
に
於
い
て-
適
切
な
對
策
を
缺
い
，て
は
な
ら
れ
の
で
あ
る
9 
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- 
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六)

ン
生
漥
カ
獷
充
資
金
の
供
給
機
關
の
問
題
。
匕
れ
{̂. '

前
述
の
亂
り
最
も
重
甥
な
部
面
な
の
で
あ
る
が
、
從
來
通
'り
興
銀
中
心
で

■

ょ
い
か
ど
ぅ
か
、
或
は
國
防
金
融
會
社
の
'如
き
特
殊
機
關
を
創
設
す
る
必
要
は
な
い
か
で
、
_
吟
味
さ
れ
な
け
れ
ば.
な
ら
ぬ
。
又
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々
に
し
て
,.

>.
現
'在
の

普

通

銀

行
?:
'

し

て一
層
時
局
金
融
の
任
務
を
撥
當
せ
，し
め
ん
と
；す
る
說
や
、
普
銀
の
時
周
靡
業
に
對
す
る貸

：：

出
の
引
揚
げ
ゼ
禁
正
せ
ん
と
'す
る
說
な
‘ど.

あ̂
る
や.
ぅ
で
あ
る.
が
"
と
れ
等
の
所
說
が
果
し.
て
妥
當
で
あ
る
か
ど
ぅ
か
、
普
銀
の
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•
地
位
と
關
聯
せ
し
め
て.
檢
討
を
加
べ
る
必
！K

が
^.
る
の
で
あ
る
。 

V
、 

，
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•
.

金
融
機
關
に
關
し.
て
も
"
凡
そ
以
上
^
如
き
諸
問
題
が
與
へ
ら.
れ
て
必
る
の
で
あ
；
が
、
と
V
で
は
こ
れ
等
の
揭
題
に.一
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觸
れ
る
、
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遑
が
な
，い
の
で
、
專.
ち
資
金
の
流
通
部
面
を
論
ず
る
こ
士
に
し
よ
ぅ
と
思
ふ
。 
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資

金
流
適
鄯
面
に
於
け
る
問
題
點

前
に
も
一
貢
し
た
が
、
如
何
に
金.
融
機
徵
の
，
_
み
呔
立
派
に
仗
組
な
れ.
て
も
、そ
，れ
等
機
關
の
間
を
資
金
‘が
圓
滑
に
1

し
な
，け

れ

ば
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少
し
も
金
融_
?«
編
成
に
な
ら
ぬ
ば
加
り
か
、
却
o '
て
私
惡
と•
な
を
虞
れ
が
あ
'る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
恰
も
，、、物
資
の
統
制
會
社
a1

m-
、

來
で
も

、
物
資
が
，流
れ.
な
け
れ
ば
全
く
意
味
を
.な
さ
取
と
同
糠

で

，あ
る
。

：

- 

:

-I

體
、
金
融
な
る
も
の
が
、-
物
費
の
場
合
と
藥
つ
そ
^
具
體
的
に
神
へ
ど
こ-
ろ
^
な
い
信
用
を
^
礎
と
じ
て
ゐ
る
ヒ
と
は
旣
說
の
如 

- 

■
-

 

, 

. 
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,

く
で
耖
つ
、て
、
資
金
が
多
數
の
經
濟
當
事
者
の
間
を
移
動
し
、
且
つ
各
種
金
融
機
關
を
出
入
し
て
.居
れ
ば
こ
そ
、
金
融
の
力
が
形
成
さ

れ
夺
の
で
あ
.，
る

。
，單
純
に
考
へ
る
と•

'

資
金
が
必
、要
な
ら
ば
紙
幣
’を
發

行

す

れ

’ば
•ょ

；S
’Y紙
幣
は
，紙

片

に

過

ぎ

な

い

'
の

セ

、あ
る
か
ら
、.

• 

、
- 

-
- 

' 

.

幾
何
之
を
發
行
し
て
も
差
吏
な
い
と
>
ふ
意
見
に
，接

す

.
る
こ
と
が_
あ_
る
が
、,
ご
，れ
は
全
ぐ
誤
つ
た
見
解
で
あ
る
。’
こ
.の
考
へ
方
に
從
ふ 

金
職
紙
制
&'
'
戰
時
鸫
濟
の
«
移

ー

.

，

.

、

七五
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七
六_

-

of 
二 c)

&-
ら
ば
、
，
勿
#§

性
イ
f
フ
’丨
ク
‘«
ン.
の
，出
親
は
免.
れ

’
な

い

の

资

あ

つ

で
.
、假
ド
に
，匕*
手
陇
に
.齡
へ

る

と

ぎ

が

あ

る

と

す
れ
ば
、
そ 

れ.
は
他
ひ
正
’常
の
芊
段
を
以
：て!-
1>
て

ぼ

到

底

赛

金

，
釔

調

達

し

..得
な

，
：
い

場

合

*と
考.
へ
な.
け
：れ
ぱ
な
‘
ぬ
、
そ
れ
故
や
、

〕

必
要
な
と
と
法
、 

紙
幣
の
發
行
を
い<

で̂-
>̂
'
遙
加
し„
で
齋
余
を
造
り
出̂

と
い
ふ
の
で
-̂-

な
'
 
寧
ろ
經
，濟*
會
に
流
通.
‘し
て
み
る
狐
幣I
し
て
巧
み 

に
必
要
汝
部
同̂

囘
流..せ
、し
め.
て
所
要
資
命
を.
豫

す

る

と
^
ふ
.と

と

で

あ

そ9:
,づ

-:
:

「

.
，；
:■
'

.

、'
、
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..
>
&-..
の
問
題
に.
關
^
1>
:
-て»
ぅ
，\>
>'->
'
見
« ;
が
-̂-

る
'
,
。‘M
-̂
;v

横
合
的:it
書
經
澈
に
於
い
て
は
、‘金
徹
側
面
に
も
計
^
性
を
與
へ
な
け
れ 

.

ぼ
な
ら
ぬ
が
、
、そ
の
於
め
に
は
國
民
所
得
が
如
何

.
如
る
經
路
を
經
で)

配
分
さ
れ.
る
か.
を
潸.
へ
、
そ
の
配^ .
-̂

物
资
側
酿
と
，敌
應
せ-,し
め〕 

る
必
*
が
あ
る
(0
セ
‘あ
る
？
今
國
民
所
得?:
'
み
み
ぬ
、-
そ
れ
は
'凡
>*-
三
づ
の
，‘部
1̂
に
配
分
せ
；̂>
'
れ
る
の
'で
あ
うて
、
第
一
ば
机
^
そ
P-

.
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•
,

他
の
形
式
に
於
い
て
、政
府
に
收
納
さ
れ'る•部
分
で
}
る
‘。
第
二
■，は
激
行
そ
の
他
各
種
金
融
機
關
を
通
じ
：て
蓄
稹
さ
’れ
る
部
分
で
あ
り
、 

そ
の
殘
餘
は
笫
三
の
擦
費
資
会
と
な'る
も
の
で
あ<る
9,
而
し
て
戰
畤
經
濟
が
相
當
進
ん
で
物
資
の
不
足
が
顯
普
と
な
つ
て
來
れ
ば
、
第

' 

惹
部
划
に
減
れ
悬
購
澴
カ
を
糜
縮
し
て
、，
第
一

.
及
，び
第H

;

の
部
門-
に
振
好
向
け
故
れ
ば
な
ら
ぬ
。
第
一
部pi
に
於
け
る
資
金
は
軍

: 

' 

. 

J
, 

* 

' 

*
,

事
費
、一

«
行
政
費
等
と
し
て
撒
布
タ
ら
れ
、
‘國
民
の
；手.
を

通

じ

て

蓄

積

資

金

及

夺

消

費

資

余

と

、な

り

、

叉
第
一
一

”部
ra
に
於
け
る
、資
金- 

は
、
 
洛»
金
，融
ー
機_

を
通
^
て
、_
公
債
消
化
' 
產
業
(0
個
‘定

樂

，及

び

流

動

資

金

と

な

る

0
そ

れ

故

良

需

缸

物

資

の

‘量
に
相
應
し
て

• 

, 

, 
. 

V 

- 

. 

, 

~  

. 

■
:ハ.

消
費
資
金
'を.
壓
縮
決
定
す
^
ば
、
摩
事
費
及..
び
生
產
カ.
摘
充
資
金；
の.
如
き
所
要•資
金.
が
調
達
さ.
れ
恙
の
み
，な
ら
ず
、.
物
資
計
畫
と
資
金
：
 

計
遨
を
均
衡.
せ

七

め

、
、惡

性

イ

ン

，フ

レ
ー

、\
\
ソ、.
の
出
現
を
防
止
出
來
る
こ
と.
は
固
ょ
り
、
國
民
經
濟
の
運
行
を
針
畫
的
な
ら
，し
，め
る
、
 

と
と
が
邪
^
る
の
，で
あ
る
。
と
斯
う
主
張
す
る
の
で
あ.
る.
o 
. 

V

.

斯
か
る
主
張
を
汝
す
者
は
ノ
多
く
は
* _
業
P
各
所
門.
に
そ
れ
ぞ
れ
特
殊
の
金
敗
機
關
を
設
け
、
、之
を.
通
じ
て
蓄
榱
資
金
を
時
局
# 

‘
要
の
訊
面
に
流
さ
う
と
す
る
考
案
を
建
て
、
ゐ
る
。
固
，よ
り
綜
合
的
計
畫
經
濟
に
適
應
し
た
資
佘
計
»-
を
建
て
る
に
ば
、1

.

應
前
述
の 

如
く•國
民
所
得
の
配
分
過
程
ヒ
考
贺
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
っ
•て
，
.之
‘を
的
*
な
ら
.し
め
ず
し
て
資
金
計
畫
を
た
て
る
こ

と

は

、© 

ら
く
不
可
，能
と
言
つ
て.
よ
い
で
あ
ら
う
0,
が
し
か
1
、
こ
X
に
注
意
し
な
け
れ
ば
尨
ら
ぬ
こ
と
は
、.
右
は

金

•く

 一

年
間
に
於
け
る
^
®

の
總
額
が
如
何
に
配
分
さ
れ
た
か
，と
い
ふ
綜
合
购
赭
果
壹
汞
す
に
過
ず
啟
い
こ.
と
で
あ
る
。
か
、
る
結
果
に
：

M

據
し
X
以
て
；、
翌
华
禮

■ 

» 

. 

-

.
の
資
金
配
分
計
遨
を
た
て
^
か
ら
と
て
、
必
ず
訏
畫
通
ヴ
の
結
果
が.
招
來
さ
れ
る
と
，は
限
ら
太
い.
の'で
あ
る
。..
友
ぜ
な
ら
ば〔

所
得.
が-
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國
■民
の
手
許
に
入
っ
て
行
く
過
程
に
於
い
て
、.
又
そ
れ
が
國
民
の
芽
許
か
ら
支
出
さ
れ
る
過
程
に
於
い
て
、
必
ず
期
待
通
り
の
最
が
期

M

特
さ
れ
た
經
路
を
囘
流
す
，る
と
い.
ふ
保
證
は
何
等
與
へ
ら
れ
1
ゐ
な
い
か
ら
で
あ
る
”
如
何
に
機
關
の
み
は
設
け
ら
れ
た
と
し
て
も
、

-

^

資
金
，が.
そ
れ
等
の
避
關
に
豫
定
通
り
吸
收
さ
れ
る
筋
途
が
出
來
て
，力
な
け
れ
ば
、
所
定
の
储
猓
が
得
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
判
ら
&
い
わ

け
で
あ
る
。
又
か
、
る
筋
塗
は
っ
け
ら
れ
'た
ど
し
て
も
：'そ•
の
つ
け
方
が
恶
る
け
れ.
ば
：矢
張
り
資
金
は
消
え.
て
了
ふ
處
れ
，が
あ
る
。
例
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へ
ば
、
極V

軍
純
が
，場

合
'を
想
定
し.
て
、
浩
し一

年
間.
の
國
民
所
得
額
が
全
部
紙
幣
を
以•
て
該
年
度
の
.初
め
に
國
民
に
渡
さ
れ
た
と
す 

.
る
。
而
し
て
そ
の
紙
幣
は
一
度
使
用
さ
れ
る
だ
け
で
、
，.一
定.
の
機
關
に
吸
收
さ
れ
る
と
す
る
。
，斯
う
し
た
場
合
な
ら
ば
、
紙
幣
は
計
畫 

通
'-
1)
に
配
分
さ
れ
る
と
言
从
得
よ
う
.0
し
か
し
と
、
れ
は
金

‘ベ
實
狀
で
は
な
い
。
實
際
に
於
い
て
は
'、
國
民
所
得
は
幾
^
億
圓
に
上
ぼ
る 

.と
し
て
も•

そ

れ

を

形

成

す

る

の

，
に
用

^
ら
れ
石
手
段
た
る
紙
幣
は
、精
々
，數
十
億
を
出
‘で
な
，い.
\(
0.
で
あ
'る
。
國
民
所
得
額
に
比
し
て
、 

そ
の
幾
分
ノ J

乃
至
幾
十
分
ノ j

に
し
か.
當
ら
ぬ
手.
段

が

、
循

環

活

動

す

る

，％

故
に
七
，
そ

'、亙
額
の
所
得
が
於
成
さ
れ
得
る
，の
で
あ
る
>0
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、全
く
信
用
を
浓
礎
と
す
る
資
金
の
圆
滑
な
猸
環
，が.
れ
っ
て
こ.
モ
、
金
靡
經
濟.
の
活
動
は
‘完

き

を

得

^6

で
あ
っ
て
' 
之
を
破
壊
す
る
が
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如
き
こ
と
が
あ
れ
ば
、
金
融
活
動
は
嫌
應
な
し
'に
3
^
叉
は
停
止
せ
ぃ
し
め
ら
れ
ざ
る
を
得
な.
い
0
で
あ
ス
0,
,

.■

以
上
，
の
如
ぐ
■で
あ
る
か
ら
,-
*
資

金

.
の
流
通
側
面
は

 
> 
そ
、の
機
關
や
機
構
が
ど
う
耖
ら
う
と
も
、
之
を
出
、來
る
だ
け
圓
滑
汝
ら
し
め
る 

•
こ
と
が
絕
對
不
可
避
の
要
件
セ
あ
る
。.
で
は
、.

現
拒
こ
の
部
茴
。
於
い
て
如
何
な
る
問
題
が
提
趄
さ
れ
て
ゐ
る
か
と
い
ふ
に
、
極
く
大

局
的
な
一
一

E

ふ
，と、-
■ 

ノ
，
 

/
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一
)

：齊

金

造
.
出

對

策

と

し
.
'て
ば
、
發

券

制

度

の

，敗

革

間

題

が

あ

る

。' 從
來
<0-
伸

縮

制

限

制

，度

を

廢

‘止
し
、
最
高
發
行
額
腺
定
制
度

•
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.
に
#:
^
制
限•制
度
を
1
味
し
だ
も
の
に
移
ら
う
と
し
て
ゐ.
る
と
と•
は-
、’
周
知
め
と
と
ろ
で•あ
ち
う
。•
し
か
し
、
と
の
制
度
が
法
規 

的
に
は
：一
,
:應
決.
淀
さ
れ
て
も
、
今
嚴
そ
、の
最
高
發
行
額
を
如
何
に
欢.
定
す
'る
か.
に
依
然
問
題
が
殘
る
で
あ
ら
う_
と
思
ふ
？

， 

,
01')

'
 
金
融
市
勢
對
策
と
し
，て
は
、資
金
系
統
の
塵
遡
間
風.
が
ぁ
‘
,°
現
在
戬
が
國
金
融
市
場
の
資
金
系
’統
に
は
主
流
が
三
っ
あ
る
* 

ノ
日
銀
系
統
、
，興
銀
幕
統
並
に
豫
金
部
系
統
が
是
れ
で
あ
っ
て
;'-
第一

は
絚
期
盡
に
、
第
二
及
び
第i  
ニ
は
長
期
金i
ifc
屬
し
て
ゐ

• 

> 

/ 

ノ
 
> 

• 

'

‘
-る
。
そ-
の
限
り
に
於
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
‘の
分
&
が
は
っ
き
り
し
て
ゐ
る
が
如
く
で
あ
る
が
、
し
か
し
斯
く
の
如
く
系
統
が
幾
つ
か 

.

f
 
r
し

か

も

そ

れ

等

が

單

，一
。
の
機

M

に
集
中
支
配
さ
れ.
て
ゐ
な
い
と
；

S

ふ
こ
と
，•は
、' 果
し
て
金
融
計
畫
化
に
障
碍
わ
與
へ
る
こ

• 
. - .. 

‘
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：■

:
 .-..
V. .. 
. 
V .
••.. ... .....
••.
... 

-
•■.,: 

. 

- ..... 

...

と
'̂
な
い
か
ど
う•か.
と
い
ふ
問
題
を
提
出
す
る
ひ
で
あ.
る
。.

、
 

, 

i
う
一
つ
の
、問
彌
淑
金_

粳
塞
の
调
題
{
あ
る
0
と
の
點
は
阼
年
秋
以
來
、の
政
府
の
措
督
に
ょ
っ
て
、
相
當
の
.緩
和
を
み
る
に
至 

.

づ'
て
は
，ゐ
る
が
、
財
界
に
局
部
的
に
は
散
融
難
茫
感
ず
る
部
分
が
少
く
な
>
>
前
杧
述
べ
た
が
：
こ
の.
金
融
引
締
0
は
財
界
杧
起

っ
た
波
行
情
勢
に
或
る
程
度
由
っ
て
ね
る
の
ヤ
あ
る
か
ら
、；1
較
的
淦
融
政
策
の
み
に
ょ
っ
て
匡
正
す
，る
2:
と_
は
闲
難
で
あ
っ
て
" 

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
適
臌
し
た
特
殊
的
金
融
政
策
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

’

(

三)

資
金
流
通
對
策
と
し
て
は
、
之
を
ィ
ン
フ
レ
ー
シ
‘*.
ン
對
策
と
じ
文
粽
括
す
る
こ
と
が
出
涞
る
。
そ
れ
に
は
公
債
の
消
化
、
 

公
債
消
化
養
金
と
坐
產
濟
充
資
金
と
の
競
：

T
.

國
民
購
貢
力
の
吸
收
、
退
緣
現
金
の
解
放
等
の
諸
调
題
が
包
括
さ
れ
て
ゐ
4
がV 

七
れ
等
に
つ.
い
て
は
、
項
を
觅
め
て
論
述
す
る
ヒ
と
に
し
ょ
う
。 
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ブ

m;
費

の

累

增

と

公

債

の

消

化‘

.
戰
费
は
如
郝
に
し
て
す
辨
す
べ
き
と
い
ふ
題
目
ば
、
從
來
戰
部
の
度
每
に
論
議
さ
れ
た
も
の•
で
あ
り
ぅ
嘗
て
，
は

「

增

税

か

公

債

か

；

j

と 

い
ふ
二
者
選
擇
的
問
題
と
し
て
取
极
は
れ
た
が
、
今
日
の.
全
體
戰
驴
に
於
い
て
は「

增
税
及
び.
公
債」

で
、な
け
れ•ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
.旣
に 

j

般
に
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
殊
に<近
代
戰
の.
特
徵
，と
し
べ
戰
費
蟛
脹
の
著
し
い
場
合
*
そ
の
大
部
分
が
公
積
に
依
ら
な
け
れ
ば
な 

ら
ぬ
ヒ
と
は
明
か
で
'あ
っ

て

、

こ
.の

事

は

前

囘

大

戰

”
歐
洲
大
嚴
、
支
那
事
變
等
す
ベ
：，て
に
通—

て
居
り
、
X
最
近
で
は
ア
メ
リ
カ
來 

-
年
度
の
豫
翦
も
總
額
百
七
十
五
億
ド
ル
の
中
半
ば
は
公
債
贮
ょ
っ
て
输
塡
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
戰
時
財
政
が
斯
く
の.
如
べ
膨
膨
し
、
且 

っ
そ
れ
が
獲
す
る
場
合
、
そ
れ
は
如
何.
に
消
化
さ
れ
る
か
と》

ふ
問
題
が
起
る
，の
で
あ
る
が
、
凡
そ
こ.
の
吼
題
に
，は.U

つ
の
面
の
あ
：
 

る

こ

ど

が

法

意

さ

れ

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

：

即

ち

一

っ
，
はV
豫
算
が
如
、何
哀
費
消
さ
れ
る
か
と
い
ふ
と
と
で
あ
り
、
も
う1

■
つ
は
公
債
が 

如
何
に
消
‘化>
れ
る
か
と
い.
ふ
こ
と
7?-
急
る
0
換
言
す
れ
ば
、.
前
者
は
豫
箅
が
使
ひ
切
れ
る
か
ど.
う
か
で
あ
り
、
、後
者
は
パ
ム
債
、が
國
民 

„

金
融
妹
制
^
聆
時
鸫
濟
，の描

移

：
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乙
の
ニ
つ
の
氣
化
間
題
蜞
*
相
！

4

に
關
聯
七
て
ゐ
る
の
セ
あ
‘つ
て
、
生
菝
カ
に
餘
ヵ
妨
多
ふ
豫
薄
诚
全
く
樂
に
使
乜
切
れ
志
と
い
ふ 

の
で
あ
る
な
ら
ば
*
公
債
の
消
化
に
つ
，‘W
て
も
左
ま
で
陳
塵
と
す
る
を
要
し
な
い
。
し
如
し
戰
時
經
濟
と
卟
ひ
得
る
-ほ
ど
の
も
の
で
あ 

る
な
ら
ば
、
さ
今
し
た
場
合
は
だ
い
の
で
龙
つ
て
"

つ

で

も

財

政

上
Q
-#
i
資
需
要
は
在
產
功
を
超
過
す
る
情
勢
-'
4:
な
るo
か
う
し
た-

場

合

に

、
若
し

公

債

'
の

消

化

於

十

分

に

行

，は

れ

な

い

‘な
，ら

ば

そ

こ

に

ィ

ン

フ_
レ
！

ン5
ン
の
危
險
が
胚
胎
す
る
の
で
あ
る
o
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.
、蓋
し
如
何.
に
物
資
に
對
す
る
戰
華
需
要
が
尨
吠
で
あ
る
か
ら
と
て
、
之
を
充
足
サ
る
か
ど
う
か
に
'國
家
の
存
立
が
懸
タ
て
ゐ
る
以
上.

は
，.'如
何
に
し
て
も
豫
箅
は
使
ひ
切
る
や
う.
に
し
な
け
れ
ば
な
ら.
ぬ
し
、
從
つ••て
そ
れ
以
外
の
需
要
に
、對
す
る
物
資
供
給
が
跣
少
•さ
れ

ざ-
る
を
得
な
い
‘か
ら
で
あ
る
。

■

酬
つ
て
、
極
度
に
緊
迪
し
、た
國
際
情
勢
を
背
景
と
す
る
.我
が
國
現
下
の
戰
時
經
濟
に
於
い•
て
、
と
の.
問
題
は
如
何
な
る
■地
位
に
立
つ

て
ゐ
る
か
？

旣
に
全
貌
を
牟
す
に
至
つ
た
阳
和
十
六
年
度
豫
算
案
に
ょ
る
と.
、
，一
般
會
計
本
豫
算
：
同
追
加
豫
箅
並
に
臨
時
軍
幕
費
，一
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の
合
計
は.
百
ニ
十
八
億
七
千
五
百
萬
圓
で
あ
：る
が
ノ 
^
の
5
ち
通
抜
け
勘
定
を
差
引
ぐ
と
百一 1

十一

一
億
圓
と
な
り
、
公
債
發
行
豫
定
額 

は
七
’
五
億
七
千
五
亩
萬
圓
で
あ
る
。
こ
の
外
に
、
十
五
年
度
臨
時
軍
事
費
の
追
加
分
十
億
圓
が
計
上
さ
れ
て
ゐ
る
が
、-
と
れ
は
從
來 

の
取
扱
ひ
で
行
け
ば
、
事
實
上
十
六
苹
度
德
時
.軍
事
費
と
考
へ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
•
之
を
も
通
算
す
る
と
.、
現
實
の
豫
算
總 

額
，は
約
I

十
1
^
.

1
發
行
建
I

八
十
i

七
千
萬
l

g

に
達
す
る
の
で
t

。
' 

.

之
を.
旣
往
年
度
と
比
較
す
る
と•
昭
和
十
三
年
度
五
十
六
億
ニ
千
萬
圓
*
十

四

年

度

五

十

九

億

，
ニ

午

萬

圓

、
，
十

五
竿
度
六
：十

億

ニ

午

萬
圓(

十
五
年
^
時
軍
事
費
追
加
汾
に
於
け
る
公
債
九
^
九
千.
七
百
億
圓
を
加
，へ
る
と
::
'
七
、十..傲..11.

千
億
圓
と..
な
，る.
.̂.

あ.
る
^

^
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十
六
年
度
の
公
債
發
行
豫
龙
額
は
.
七
十
五
億
七
千
五
百
萬
圓
ど
し
て
も
前¥.
度
ょ
り
も
十
億
圓
の
墙
加
で̂-
り
、
若
し
事
實
上の

i t
定

 

額
八
十
五
億
七
千
萬
圓
と
し
て
み
れ
ば
、
二
十
五
億
圓
の
增
大
と
な
‘る
の
で
’あ
，各
。

.

：• 

-<
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.
ゾ
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.
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-
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我
が
戰
時
財
政.
が
斯
く
の
如
,<
に
膨
脹
し
、
且
つ
こ
机
を
賄
ふ
べ
き
八
ム
債
の
發
行
豫
定
額
が
斯
く
墳
大
す
る
の
は
、
勿
ぎ
緊
迫
せ
苓 

時
局
を
反
观
し
た
も
の
、で
あ
つ
て
、
當
然
の
筋
途.
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
寧
ろ
問
題
は
\
そ
の
數
字
の
大
小
に
あ
る
の
で
は
な
.<
て
、. 

•

之
を
如
何
に
圆
滑
に
消
化
す
る
か
に
存
し
て
ゐ
る
(0,
で.
あ.
る
。
‘ 

,
■

.

.■
'.
.

•

-

. 

ノ
ノ.-
.
.

'.
-
'. 

. 
r
-
.
. 

. こ..

.
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; 

.

. 

V
;
' 
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.
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:
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'

私
は
別
の
機
會
に
述
べ
た
と
と
が
あ
'る
が
、
我
が
、日
本
經
濟
の
も
つ
强
靱
性
を
强
P
す
る
者
で
あ
る
。
英
米
人
が
屢
々
錯
覺
に
陷
.つ 

て
ゐ
る
や
ぅ
に
、
日
本
破
濟
は
外
國
の.
經
濟
的
壓
迫
で
'た
ま
り
も
な
く
崩
瑷
す
る
I
ど
決
し
'て
脆
弱
で
は
な
v>
o
と
れ
は
日
本
經
濟
、
 

の
基
調
の
發
展
-<
t
現
戰
時
經
濟
の
特
徵
と
に
由
^
も-
の
で
ぎ
十
、
且
つ
候
ヶ
に
日
米
^
係
が
破
亂
に
陷
つ
た
と
し
て
も
、' 之
に
對
處
し

.
得
る
途
を
十
分.
に
も
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
>
1
併
し
、な

が

ら

吾

べ

自

身

と

し

て

.
は
鉋
く
ま
で
愼
重
な
措
置
を
用
意
し.
て
お
C
必
要
が
あ
る

.
の
で
あ
る
9 

 ̂

'
•
.
 

.

，
‘ 

,

• 

' 

• 

' 

■
 

.
 

,
 

. 

■ 

:

こ-
の
關
係
に
於
い.
て
第1

に
注
意
す
ベ
'き
ゆ
、
我
國•が
國
が
旣
に
五
年
も
支
那
事
變
を
鬪
つ
て
來
て
：ゐ
る
；

J-

と
で
あ
る
タ
し
か
も
猶. 

ほ
今
日
あ.
る
ば.
我
が
國
經
濟
力
が
決
し
て
小
さ
，
く

，

な
い
こ
と
1
實
證
次
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
事
變
に
於
い
て
相
當
の
、
 

資
材
を
纏
し
た
こ
と
も
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
，ぬ
。
第
二
は
、•
ア
メ
リ
ヵ
が
對
日
經
濟
證
を
漸
進
せ
し
め
て
，を
り
' 
勿
論
戰
爭
と
な 

れ
ば
佥
面
的
に
經
濟
關
係
が
杜
絕
す
る
こ
と
欠
あ
る
o
そ
れ
软
に-
我
が
®
ぽ
資
材
に
お
げ
る
ア
入
リ
ヵ
依
存
を
他
の
領
域
に
切
換
べ
な
，

,

金
融
統
制
过
戰
時
敗
濟
の
推
移
.，

 

■ 

.\,J 

c
e.
s
ン



，命
^
i
f敏
時
經
乾
，の
.摧
移

、’

パ

•

<

.

'
、
'

•

八

ゴ

S
11

六)

•け
i
f
な
ら
ぬ
め
で•あ
る
が
'
と
の
明
換
へ
に
は
若
千
ひ
期
間
を
必

«

と

す

る

の
で.
あ

り

、
•
そ

の

間

物

資

敗

給
，に
'若

干

氣

敝

を

加

へ

る

'  

V 

- 

< 

* 

' 

‘ 

.
も
の
^
あ
、る
こ
ど
''を
覺
悟
し
敦
竹
れ
ば
な•ら

ぬ

づ

• 

•

ハ
ま
琪
變
以
來
の
公
債
消
化
'の
趨
勢
を
み
る
と
、
，昭
和
十
二
年
ぎ
ー
十
五
年
末
の
乎
均
は
八
ニ 
ニ
ニ
％

で

あ

り

、

內

譯

は

±:
ー
年

'
 

*
 

.
 

- 

.

五
五
，*
五
^
、
十
ー1
1年
八
七
*,
五
涔
、.
，十
四
年
八
九
*
ニ
涔
、
十
泣
举
七
八
*
六
^
と
な
づ
て
ゐ
る

04

而
し
‘て
每
年
下
期
は
上
期
ょ
り
も
成

:

" 

. 

-
'

 

, 

, 

' 

* 

』

•
 

.
 

-

績
が
藩
ち
、.
殊
に
十
五
年
度
に
お
い
て
は
上
期
の
九
五
*
1
涔
に
對
し
て
、
下
期
は
六
五•
六
^
に
過
ぎ
な
か
つ
、た
9
尤
も
今
年
に
人
つ

. 

.  

, 

,
.
て

=
,
 

.

• 

t 
ノ 

'  

-

ン 

, 

• 
'
 

•
 
.
 

. 

. 

-
5
1, 

-  

*
 
、1.

て
、
‘一
月
に
は
J 
ニ.
四.
と
い
ふ
高
率
を
示
し
で
ゐ
る
。
，

 

' 

: 

•

〕

公

債

消

您

囊

公

tfi

行

額

十三年計

：
、.  

十四年

^

.#

同.

下
期

< 

同

計
 

■十
沉
坪
上
期
，

同
下

.
期
•,
, 

r
r. 

. iJI

M.
■.

:'./. 

.十一以降̂
計

;
:'
:'::,:備
考
：'義
 
I: -

預
金
部
引
受
：

.

.
べ
五
〇
6

一
 

■
六
八
〇
•
〇 

-

七
〇9
〇

1VI -
0
6

、
九
〇
〇
，
〇
• 

九
五
〇6 

‘1-、
八
五0
*.
-0
‘- 

四
*0
八

.0
6
'
、
 

國
漬
ゾy
ジ
ケ1

印

銀

引

受

： 

三
^
八
9
瓦
ノ

‘'>
五
〇
〇、
0

ニ
、
三

五1
4 

三
.>
九

〇7
丑 

.

.

.r
A
六
五
•
'
ひ 

‘1
3、
，九
四
七
-
五
/,- 

1
、

八V

七•
五
，.

.合
'* .

会» 

四
，'

n

一
三
〇
•
五
一 

■ニ
、
ニ
.
三0
五

，

ljr
〇

五.
’

1 .

•
五

>:
、u
A'.
:
l•
.
五
..ノ

U
、

七
六
五•
〇
.， 

H
、
八.九
七•
五
、 

、
六
、
，六
六
乜
i

1,

三
':
一
 一 ,

九
九
^
. 
1七
、五
、七
九
 ̂

ト
引
受
の
ー
億
圓
を
含
む
。
!
.

日
銀
.手
持

_

燹_

‘.
1
3 
.三
九.

一
、
六
五
羽 

..
一
、六
、七
五.. 

:
3
、三 

九 

1
、

七
七
七
、
 

I、、

六a
九 

H
、H
八
六 

f
〇
、r
A
ra
:

消公

高廣

四
、七
八
丸 

ニ
"
三
三
臥 

三
->
1ー1七
五 

四
、七
〇
九 

-

ニ
：
六
七
’
七 

ニ
，
五
：
-/
1:
九
， 

芄
、3 一
 HC  

四
、
四
六
四

消
八

七

•
五 

1
0
六
•
七 

•七
:7
じ 

八

五

•
三 

‘
九
亦

>  
三 

六

五

•
六 

七

八

•
五 

■,
ん
1
V
三

.
公
債
消
化
傘
に
か
ゝ
る
移
動
の
あ
る
の
は
、
公
僙
消
化
が
大
部
分
銀
行
そ
の
他
の
金
融
機
關
に
於
い
て
行
は
れv

ゐ
る
か
ら
で
あ
つ 

て•
■金
融
市
場
の
情
勢
は
直
ち
に
公
偾
消
化
に
灰
映
せ
ざ
る.
を
得
な
い
の-
で
あ
る
ノ
こ
の
方
式
は
今
後
も
續
行
さ
れ
る
で
■あ
ら
う
が
、

そ
れ
で
以
て
>
若
し
く
は
そ
れ
だ
け
で
以V

、.

來
る
ベ
^
公
債
增
發
に
歎„
處
じ
# .
~
る
で
あ
ら
う
か
。

> 

- 

• 

. 

- 

:

 

•

、

惟
ふ
に
、
公
愦
消
化
の
眞
の
源
泉
は
國
民
の
所
得
‘に
一
あ
り
，
之

.
を
：
.
產
み.
出
す
經
濟
活
動
に
存
し
て
ゐ
る
。
そ•れ
故
にat
そ
阼
年
卞
期 

の
^
く
に(

七•
七
禁
令
そ
の
-€
で
財
^
に
凹
凸
が
起
り
忠
つ
資
金
の
集
積
が
VM
化
す
る
と
、
直
ち
に
公
債
消
化
に
影
響
せ
ざ
る
を
得
な 

い
の
で
あ
る
P
私
が
前
に
公
債
消
化
を
財
政
‘の■消
化
卽
ち
國
民
經
濟
の
:̂.
動
と
關
P
せ
し.
め
.
て

考

へ

た

所

以

も
こ
\
に
あ
る
の
で
あ
る
” 

そ

こ

で

、
今
後
，
に
於
，け
石
經
濟
活

.
動.
の
趨.
勢
'と
も
れ
か
ち
淹
み
出
ふ
れ
る
資
金
蓄
镇
の
見
透
し
と
か
ら
較
量
し
て
、.若
し
公
僙
增
發 

の
速
，
度

の

方

が

：

K

で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
新
た
な
消
化
策
を
加
へ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
® 

そ
れ
等
の
對
策
と
し
て
涔
へ
ら_
れ
る.
も
の
若
干
を
擧
げ
る
と
、

■

■

-
■:.:

へ？-
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(
I
〕

.
金
融
機
關
の
部
面
に
於
い-
て
は
、
- ;_ 

,

(

ィ)

銀
行r

保
險
、
：預
金
部
等
に
於
け
る
保
有
率
を
增
加
す
る
こ
と
，o .
銀
行
を
別
と
す
る
と
、
'他
の
機
關
に
於
け
る
保
有
高
を
墦 

加

し

て

も

，、
消

化

の

著

し

い

.
增
加
は
望
み
# '
故..S

で
あ•
ら
う
。

、
,

.

(

ロ〉

.
銀
行
、
信
託
、
保
險
I

f
 ,

融
糧
を
メ
ン
バ
i

し
て
公
債
保
有
會
社
J

置
す
I

と
。
愚

<
1
題
に
な
る 

,
の
は
、
斯.
か
る
#
社
の
资
金
を
何
處
か
ら
寬
集
す
る
か
と
い
ふ
と.
と
で
あ
る
。
若
し
各
金
融
機
關
が
そ
の
餘
裕
金
を
'右
會
耽
に
湏 

• 

<入
れ
る
'と
す
る
な
ら
ば.
各
金
融
機
關
に
於
い.
て
公
債
消
化
に
利
用
し
得
る
資
务
が
公
債
，保
有
會
社
に
移
さ
れ
'る
丈
の
こ
と
.で
あ 

僉
樹
統
制
ぜ
戰
時
鹌
濟
の
推
移
.
，

.
こ 

‘;'
■

,
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韻̂
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.
謂
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5
篇

發
>1

探-

.

命
蛾
雄
制
^
職
時
經
，濟
の
塊
移 

.

.
、

A
四',
31

一
八)

ゾ

'
ラH

、

別
段
公
債
消
化
カ
の.
增.
强
に
な
ら
‘な
い
。
丨
叉
若
し
政
府
文
は
日
銀
が
之
を.
供
綺
す
る
と
，な
れ
ば
、
新
龙.
に
供
給
'
さ
れ
る
通 

:

貨
を
公
債
消
化-
に
振
向
け
る
だ
げ.
の
>-
と
で
>
公
僙
は
消
化
さ
れ
て
も
國
民
經
濟
に
於
け
る
ィ
ン
フ
，
レ

ー

シ

. *

シ

要

因

は

除

か

れ

.；

r 

. 

/ 

'
 

^
 

e

な
い
わ
け
，で

あ

そ

、

, .
. 

• 

二

.

そ
れ
故
に
結
局
、
最
初
會
社
，設
立
の
場
合
に-
は
：メ
ン
パ
ー
、允
る
各
金
融
機
關
が
出
資
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
其
の
後
に
於
v>

, 

. 

, 

.

S 

•ノ 

. 

.

'

ゼ
呱
、
■國
民一
般
か
ら
資
金
を
蒐
集
す
る
方
策
を
建
て
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
と
で
ろ
が
公
債
の
科
子
收
人
は
俾
率
で
炎
る
か
ら
、

.

齋
率
を
以
て
資
金
を
寬
集
す
る
こ
と
が
出
來
な
い
わ
け.
で
あ
り.
、
從
つ
て
•比
較
俄
利
率
と
比
較
的
大
額
の

-•
#

]

增
金
と
を
附
し
た
債

燄

を

發

行

す

る

こ

と

が

必

要

と

な

る

で

あ

ら

ぅ

。

、'
,
.
、
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峁
業
の
部
面
に
於
い
て
は
、'
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• 

、
-

'
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'

(

ハ)

會
社
利
潤
及
び
積
立
金
に
對
し
て
一
定
割
合
の
八
ム
債
積
立
を
な
さ
し
め
る
こ
と
。
そ.
の
事
例
^
し.
て
は
ナ
チ
ス
•
ド
ィ
ッ
の 

,

公
債
稹
立
法
が
あ
る
が
、.
我.
が
國
に
於
い
て
も
、
會
社
經
理
統
制
令
に
ょ
つ.
て
之
を
實
漩
す.
る
こ
と
が
出
來
る
。:
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一
般
國
民
の
，部
面
に
於
い
て
は
、
‘
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，
公

債

共

同

保

管

制

。

會

社

、

町

會

、

隣

組

等

を

し

て

，
、
、
少

額

宛

Q
：

出
資
に
ょ
つ
て
公
債
を
購
入
せ
し
め
、.
.

共
’同
保
管
せ
し
め.
：.
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社
#
保
險
に
ょ
る
公
債
保
有
制
？
失
業
保
險
、
‘勞
働
保
險•
職
業
保
險
等
を
實.
施.
し
、
そ
の
保
險
料
收
.入
を
公
債
に
投
下
す

'る
の
で
あ
る
， 

•

.

、
■.,

• 

.
 
、
•
,
 
“
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•
.

、：
、

-
>

0
へ
>
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所
得
に
比
例
す
る
强
制
貯
蓄
叉
は
公
債
保
有
制
。
ヶ
！
ン
ズ
の
提
唱
す
る
强
制
貯
蓄
ゅ
そ

.C
O

一
例
で
あ
ぶ
、
所
得
に
比
例
し

■所
得
税
と
同
時
に
貯
觜
■額
を
微
收
す
る
の
で
あ
る
。
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■ 
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財
政
の
部
面
に
於
い•
で
は
、
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；
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•

ゾ
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.
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ト〕

租
税
證
為
、
貯
蓄
證
券
等
を
利
用
す
る
こ
と
。
即
ち
政
脒
茭
拂
，の一

定
割
合
を
、
，と
れ
等
證
券
を
，以
て
支
拂
は
ん
と
す
る
も 

.
の
で
，
r
ィ
ツ
に
於
：

S

て
は
既
に
試
み
ら
れ
た
も
の
で
あ
各
。 

'/*,

. 

以
上
は
特
殊
對
策
の
主
要
な
る
も
■の
で
あ
クK

、

そ
れ
ぞ
れ一

長一

短
を
有
し
て
‘ゐ
る
の
で
'
そ
の
採
用
は
必
ず
し
も
容
易
で
は
な 

か
ら
‘う
が
、
浩
し
必
要
な
場
合
に
ば
、
數
種d

方
策
を
併
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。 

，■

と
こ
ろ
で
以
^
の
諸
方
策
を
全
體
と
し
て
み
洛
と
、.
大
體
國
民
.の
手
許
に
あ
名
資
金
を
公
債
に
還
流
せ
し
め
る
こ
と
を
姐
ひ
所
と
し 

て
ゐ
る
。
蓋
し
公
債
の
；

K

部
分
が
免
融
機
關
に
買
取
ら
れ
で
，ゐ
る
現
狀
に
於
い
て
は
"
そ
れ
は
言
は
^
假
消
化
で
あ
り
、
と
.の
假
消
化

を

圓

滑

に

‘持

續

せ

じ

め

る

、

に.
は

、&
民

手

中

、
の
*
金
t
金
融
機
闕
に
蒐
集
し
な
け
れ
ば
な
ら.
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
然
る
に
前
同
大-
戰
當
時
、.

^
 
. 

: 

•  

■
 
•.

獨
佛
英
の
諸
國
が
公
愦
消
化
の
た
め
贮
特
殊
、の.
方
策
を
大
し
て
利
用
1
た
か
つ
だ
點
か
ら
考
へ-
る
と
、.
斯

か

る

方

策

に

訴

，
，へ
る
必
.要
は 

な
い
と
觀
ら
れ
る
か
t
知
れ
な
い
-0
我
が
國
に•於
い
て
ち
從
來
通
り
の
方
策
を
以
て
し
て
、
‘公
債
(0
;
消

化

が

間

も

な

く

行

詰

，る

'と
は
‘
 

笤
へ
ら
れ
な
^
の
で
あ
ヴ
て
*
之
を
繼
續
す
る
こ
と
呔
勿
論
出
來
义
で
あ
ら
う
。
併
し
な
が
ら
前
囘
大
戰
■の
交
戰
國
が
巨
額
の
公
債
を 

消
化
し
た.
か
ら
と
言
つ
て
、
大
戰
の
度
に
於
い
ズ
ぽ
相
當
の

i

騰
貴
を
免
れ.
な
か
つ
だ
ビ
と.
1

へ
を
と
、.
果
し
て
今
H
の
時 

局
に
於
い
て
、.
既
往
の
方
策
を•
そ

の

ま

、
踏

數

す

る

と

.
と

’

が
贫
當
で
ぎ
ふ.
か
ど
う
か
を
吟
敗
す•、る
必
要
が
あ
^

蓋
し
、.
現
代
の
•戰

爭 

'
か
融
統
制

V

戰
時-
經

濟

の

推

移'
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M
式

が

前

囘

大

戦

，と

も

著

，し
く

變

化

•
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
つ
てT

,

假
令
戰
時
經
濟
は
一
蹴
終
綠
す
る
と
し
て
も•

そ
れ
に
續
い
，て
國
防

'  
.
 

.

-
■
 

>' 

. 

■
 

.
 

.

經
濟
が
持
續
す
る
こ
と
は
明
か
で
散
各
。
，果
し
て
然
ヵ
と
す
れ
ば
、
‘長
期
國
防
經
濟
の
た
め
に
經
濟
的
摩
擦
を
極
カ
防
止
す
る
こ
と
が 

必
要
で
あ
り
、' 從
つ
て
公
債
消
化
に
つ
い
て
も
新
た
な
方
策
が
絕
對
に
必
务
£
*
ら

ぬ

と

，
は

言

へ

’な
い
，の
で
あ
る
。
• 
'
 

’
 

，

要
す
石
K,
國
域
購
買
力
を
公
債
に
流
す
筋
途
を
つ
け
る
と
と
が
公•
債
消
化
の
根
幹
で
l

b
、
そ
の.
た
め
忙
は
物
資
側
pi
に
於-
い
て
、 

坐
活
必
需
品
等
に
つ
v>
て
自
由
寶
買
の
餘
地
を
縮
少.
す
る
；

j

と
が
絕
對
に
必
要
で
氙
る
が
、
'又
金
融
側
面
に
故
い
て
も
、
：.國
民
の
手
許

.

. ... ...,
う，

. .-.
J, 
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■. 
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I 

-■■
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. ........
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•.
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、.

に
累
積
す
る
購
買
カ
5:-
金

融

^
^
.
に

吸

收

す

る

方

策

が

^-
化

さ

れ

な

け̂
ば
な
ら
ぬ
と
考
へ
ら
れ
る
0

• 
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.
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蠶

囊
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以
上
は
、
資
金
流
通
部
面
贮
現
は
れ
る.
1問
題
と
し.
て
の
公
債
消
化
を
概
說
し
た
の
で
‘あ
'る
が
、
.こ
れ
に
於
い
て
必
要
と
さ
れ
る
國 

扔
購
買
力
の
吸
收
は
、
觖
時
經
濟
そ
の.
も
の
、
運
營
の
點
か
ら
み
て
も
、
不
可
缺
の
要
件
な
の
で
あ•る
。
蓋
し
そ
れ
が
十
分
に
行
ば
れ 

る
か
ど
ぅ
加
は
*
惡
性
ィ.
ン
フ.
レ
ー
シa

ン
の
發
展
如
何
を
制
約
す
各
か
ら
で
あ
'るo

■

.

:

'

、

.. -.s'
 
■-、;.
'-v
r 
ソ-)

つ、:'
:';.
ぐ..'..v
'.
'-l'r で <*-
lv
.;
'、；：,'
!-..J.-,;-r
-.
;''-.ぐ
.
-
.
.
-

■/
.
-
'
--
パ
 

- V  ̂

■
 
ニ..
ヘ
ン
.V-  .

..
''ぐ
. . '

■
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■

今
と
の
點
に
關
し
、
當
面
の
事
態
を
み
る
に
、
次
の
如
き
諸
條
件
は
國
民
購
賈
カ
の
吸
收
を
强
化
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
录
唆
し
て

-

<■
.'
.
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■ 

- 

.

.
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-.-
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- 

.

.

.
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ゐ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。

,
 

•
 

.

、

•
(
一
〕

，
旣
に
五
年
に一

且
る
支
那
事
變
に
よ
ク
て
彳
相
當
糞
の
.物
資
を
消
耗
し
て
ゐ
る
と
と
、,

-.-

.
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O
D

生
產
カ
擴
充
は
進
渉
し
っ
1
ぁ
る
が
ノ
ぞ
れ
が
未
だ
十
分
な
成
斯
を
擧
げ.
る
に
於
っ
て
居
ら
ぬ
と
と
、

(

三〕

眼
和
十
六
坪
度
の
財
政
は.
一
段
と
膨
脹
を
加
へ
、
物
資
に
對
す
る
財
政
需
要
の
少
か
ら
ぬ
と
と
を
示
し
て
ゐ
る.
し

、
時
局
の.

.
緊
追
は_̂
れ
が
費
消
を
不
可
避
な
ら
し.
め
て
ゐ
る
と
と
ン. 

r

(

四)
-

米_
英
の
對
H'
經

濟

齡

，

逍
は

漸

進

し

て

，ゐ

石

し

、
日

米

破

局

：の
場
ん

£ :
;
4
來
太
睦.
そ.
の
他
か
ら
の
物
資
補
給
が
杜
絕
す
る
こ.
と
、

(

S)  

'米
英
依
存
は
東
蓝
共
榮
圈
に
切
替
べ
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
、そ
れ
に
は
何
等
加
の
期
間
を
必
要
と
し
、
從
づ
て
其
の
間
國
內
ス
，

,

' - 

... 

. 

.

.

.

、

•

，

ト
ッ
ク
を
以
て
間
に
合
せ.
な
け
れ
ば
な
ら
め
こ
と
"

こ
れ
等
の
諸
條
件
に
尉
し
て
，1
1々
說
明
I
加
へ
る
こ
と
は
差
控
へ
る
が
'、
以
上
の
如
き
情
勢
に
當
面
し
て
起
る
問
題
は
、
新
た
な
事

. 

* 

. 

' 

'  

. 

' .  

. 

態
に
於
い
て
も
、.
從
來
の
吸
收
方
策
で
十
分.
で
あ
る
か
ど
、ぅ
か
と
い
ふ
こ
と.P

■あ.
を
。
從
來
の
貯
蓄
運
動
が
相
當
の
効
染
を
收
め
て
來
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....
.
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た
こ
と
は
誰
む
も
認
め
る
と
乙
み
で
あ
る
と
思
ふ
が
、
昭
和
十
六
年
度
に
於
い
て
は
公
債
の
發
行
高
は
增
加
し
，
從
つ
て
政
府
の
撒
布 

金
は
暂
大
す
る一

方
に
於
い
て
、
前
述
の
如
く.
日
米
關
係
の
緊
迫
t
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
國
民
購
買
力
の
吸
收
は
よ
り
强
化
し
な
け

.
ノ
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れ
ば
な
ら
ず
、
そ
め
た
め
に
，は
方
策
に
新
味
1
加
<.
义
必
要
も
坐
じ
得
る
の
で
あ
る
。
旣
に
政
府
は
從
來
結
成
さ
れ
た
貯
蓄
組
合
に
法 

的
根
據
を
與
へ
る
た
め
に
貯
蓄
員
ム
ロ
浓
を
制
定
す
名
こ
と
乂
な
ク
た
が
、
こ

の
法
律
は
貯
蓄
組
合
の
結
成
を
命
令
じ
得
る•の-
で
あ
る
。

si
...
...
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又
郵•便
貯
金
の
限
度
も
ニ
千
圓
か
ら
三
千
圓
に
引
土
，け
る
こ
と
、
し
た.
。■.
.

ぐ
-- 

:

.

バ

勿
論
貯
蓄
の
强
制
と
い
ふ
こ
と
は
望
ま
し
い
と
と
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
'
戰
時
經
濟
に
於
い
て
は
貯
蓄
は
ど
ぅ
し
て
も
行
は
'

.

'  

-  

■
 

- 

■
 

. 

- 

• 

\

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
し
、
又
計
塾
經
濟
‘で
は
豫
免
通
り
資
金
を
蒐
集
レ
、，之
を
公
債
消
化
、，
坐
產
カ
擴
充
等
の
諸
方
面
に
豫
定
通
り
廻
す 

‘必
要
が
あ
る
。-

そ
れ
故
に
私
は
從
來
、'或
る
段
階
に
到
達
し
次
な
ら
ば
、.
强
§
§
貯
蓄
は
必
要
で
あ
る
と
考
へ
て
來
た
の
で
，あ
つ-
て
、 

:

余
嫌
软
劁
式
戰
時
赵
濟
の
推
移 
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5

さ

ぅ

す

，る

方
が
"
國
戾
粑
十
般
的
に
貯
蓄
さ
せ
^
こ
と.
が
出
'來
ノ
戰
诗
負»
の-
均
，衡
も
可
能
な
ら
し
め
'吝
と
思
ふ
の
で
，あ
'る
0
し
か
し■

^
 

f 

*
 

> 

« 

*
 

.
* .

其
、の
方
.法
如
何
^
^
ふ
；Ji
に
な
^
と 
>
、
仲《

困

灘

篇

ふ

の

で

あ

，つ
て
、

^
蓄
藤
合
、公
債
共
同
保
管
制
度
、社
會
保
險
の
實
施
、所
得 

に
光
例
す
るr

敗
的
貯
蓄
、.
租
税
證
，券
叉
は
貯
蓄
證
券
の

' 發
衍
等
種
ネ
の
方
策
が
あ
^
こ,
a：
は
亂
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
理
想 

的
の
體
系
>
し
'て
は
"
所
得,
比
例
す
石
マ
般
的
於
蓄
5:-
根
幹.
と
し
、そ
れ
に
他
種
の
方
策
を
併
用
す
る
に
あ
る
56
で
は
な
か
ら
ぅ
か
0

-z
t
l 

•*
 

- 

. 

J

孰
れ
に
し
て
も•
顶
民
購
買
力
の
'吸-
收
を
ニ
段
と
强
化
す
る
と
と.
は
緊
切
で
あ
り
::
'
之
を
黎
行
し
て
こ
そ
資
金
の
循
環
が
圓
骨
杧
&
る

_ 

'  

. 

. ノ 

• 

^

の
，で
あ
つ
て
、
ビ
の
事
は
新
事
態
に
，於
け
る
中
核
間
題.
の】

つ
を
占
め
る
も
の
で
あ
る
。 

ぃ.

1

千
八
百

.二
十
六
年
版
ナ

"
ジ

ー

•
’
ゥ
ィ
リ

-ァ
-ム
，•
レ
ィ
二

 

オ
ア
の『

經
濟
學
序

_
¥

高

橋

誠

郞

- 

« 

ノ

ノ
. 

ノ

‘ 

• 

•
. 

.

,

,
デ
ー
ヴ
ィ
タ
ド•
リ

カ

ー

ド

オ

の

死

後

四

分

の

丄

#
紀

間

把

於

け'る
：最

名

輝

か
1,
い
，英
國
經
濟
學
者
で
あ
り
、「

訪
問
記
筆
者
中
の
巨
，
 

_l(P
Iin

ceo
fin

tervie

-̂eri〕

と
稱
せ
ら
れ
て
ゐ
る
ナ
ッ-;ソ
ー•
ゥ
イ
リ
ア
ム•
シ
イ
二
ィ
オ.
ア
は
、
一
千
七
百
九
十
年
九
月1

ー‘十
穴
日
、

-

ヴ

イ

カI 

■ 

-

-
 

.

ゥ

ィ

ル

卜

，シ

ャ

郡

ダ

ー

ン

フ

ォ

ー
ゾ

敎

區

權

牧

師

ジ

.*

‘ン•
レ
ー
ヴ
ン•
シ
イ.
一
一■ィ
オ
ブ(John  Raven  sen

io
r)

の
十
子
中
の
長
觅
と. 

し•て
*
バ

ー

ク

シ

ャ

郡

の

.ク

.
Tt
y
プ
ト
ン•
ビ
ー
チ
ャ
A
に
生
れ
た
。
彼
れ
は一

千
八
百
〇
三
年
七
月
四
日
、
イ
ー
ト
ン
使
に
人
り
、同

. 

. 

: 

ノ
 

. 

.

牛
津
の
て4

ダ
い
ン
•
コ
レ
ッ
f
の
特
待
生(d

em
y.)  

'と
爲
b
、

一
 
千
八
百
十j

年
、
古
典
文
學(lite

rae  
h
um
s '-
iore

w*)

の 

S

驗
に
於.S

V

第
一
級
を
贏
ぢ
得
、十1

一
年
、
氓
津.
の
パ
チ
ィ
ラ
ァ

.V

ブ•
ァ
丨
ソ
、
並
び
に
マ

.
グ
ダ
P
, 
口 
■レ
ッ
デ
.の
特
待
校
友
試
補

n 

、.
；.
;*.- .-
、. 
.... 

.
-■
:
.■.
-:
':■
:
:•-
、;■
■
■;■■

:
■、."
..
>-
■.
'パ： ':.

ぺ:;
;
:へ-へ

''、;■
;■ぺ'-#

:''-
■へ.>,-
'.■:
■;
;■•■

■•:,■.
■'く.-v;'
;
;

‘.い:...  -  .
.',
■■.•...-
-;.
' S 
' : -■*
■;
'.,
':■
*..
■■
.■
•
.

■.

:.
:■. 

; 
■
 ... 
: V,. .
.

(Probationary  F&
O
W

)  
•と
爲
り
ハ
十
三
年
、件
津
の
ヴ
イ
ネ
リ
X
ン•
ス
力
デ
l
fc
擧
げ
ら
れ
、
十
五
年
め
は
ず
ル
ク
'1*
オ
ブ
*
ァ
1 

ッ
の
稱
雛
を
取
得
し
气
、彼
れ
は「

千
八
百+
年
汍
月
十
九
日
、
リ
シ
力
'

>

 
法
藥
院
に
入
り
、
词
十
三
年
、
辯
護
士
の
資
格
.を
得
る
が 

爲
め
に
サ
グ
デ
ン(Edw

ard  w
urte

-shaw
,

泛
^
6
1
1
>.
.

の.
事
務
?/
贮
人
り
、

同

十

七

年

、

不

動

南

讓

渡

證

«•
;
作

成

業

者

た

る

の

公

認 

.
古
版
趑
濟
臀
解
題

-

人九へ
二三

：1
5

I)d
|

Ih
K

vtrrJ,L\ 

>/„c«.
\*-v

お


